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Résumé

Purpose: To investigate eye movement patterns in children who are reading picture books

composed of both images and text.

Methods: Subjects were 14 elementary school children from 9 to 11 years of age. They were

asked to read a picture-book containing both images and text with an eye camera and then

answer three sets of questions to check their reading experience, comprehension, recall of the

text, and the contents of what they read.

Results: The following hypotheses, which have their bases in previous findings, were

investigated: 1) the duration of fixation is expected to be longer for images than text when a

page contains both images and text; 2) eyes are expected to move from left to right as picture

books are supposed to be read from left to right; and 3) scan patterns are expected to depend on

the attributes of the children and the page layout. Although the duration of fixation on images

and text varied amongst the children, the overall duration of fixation in pictures and on

pictures was almost the same. Left to right eye movement was not found as a general trend

among the subjects; rather the movement of the eye between the text areas and the image areas

could be divided into two types (a “circulation model” and a “repeat model”). Finally, there was

no significant relation found between scan patterns and any specific attributes of the children.

There was no common pattern of reading that could be seen with all children and/or all pages,

although we could see common trends for pages that had a simple layout.
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I. は じ め に

A. 本研究の目的

図書館情報学における読書研究に関して� 小田

は �読書そのものを対象とした研究の少なさ� を
指摘している1)� 読書推進活動や読書と図書館
サ�ビスとの関わりなどに関しては多くの関心が
寄せられるが� �読書とはどういうものなのか�に
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ついての研究はそれほど多くない� 子どもの読書
に関しては� これまで主として二つの方向から言
及されてきた�一つは�子どもが何冊本を読むか�
どのような内容の本がよく読まれるのか� といっ
た読書の実態に関する報告であり� 社会的に読書
という活動がどの程度� どのようになされている
のかが関心となっている� もう一つは発達段階に
ある子どもという視点から� どの程度読むことが
できるのか� つまり識字能力や読解能力と読む本
の内容との関係について論じられてきた�
本研究のアプロ�チは� 読書を �視覚� という
行為から捉え直そうというものである� 読書とい
うと� 本の内容の理解や解釈と結びつけられるの
が通常であるが� 理解の前提には� 本という形で
提示されている情報を �視覚� によって取得する
行動が必要である� より厳密には� 眼球運動に
よって視線を動かすことが必要になるが� この眼
球運動は人間が意識的にコントロ�ルできること
が生理学的に確かめられている� 視線をどう動か
すのかを測定� 分析することは� 人間がなぜその
ように視線を動かすのかを明らかにすることにつ
ながる� 本稿で本の �読み方� とは� この視線の
動きを指しており� どのように視線を動かすこと
で �絵本� を読み進めていくのか� そこに共通の
パタ�ンはあるのか� あるとしたらどのようなメ
カニズムによって成立しているかを明らかにする
ことが最終的な目標である�
�読書� に対して �視覚� からアプロ�チするに
当たって� 心理学分野において長年研究されてき
た眼球運動に関する研究成果を導入する� 次節で
詳説するが� 単語や文章を読む際の眼球運動に関
しては多くの研究がなされ� その基本的なパタ�
ンに関してはかなりのことがわかってきている�
しかし� 絵や画像など文章よりも制約の少ない状
態での眼球運動に関しては� まだ多くの調査で統
一した見解が得られていない� 今回対象とする
�絵本�は�文と絵が混在して物語を表現する情報
メディアであり� 絵画のようにどのように見るの
も全く自由な情報メディアとは異なり� 物語を読
み進めていくという制約があるため� そこに一定
のパタ�ンや読んでいくための一種の方策が見い

だせる可能性がある� 文のみで構成される物語の
場合は� 文字や単語の連なりを順序どおり読んで
いくのが基本パタ�ンであるが� 絵と文字が混在
した場合には� そのような基本パタ�ンがあるか
どうかも明確にはなっていない� 物語を読み進め
ていく際に絵と文字をどの程度の割合で読んでい
くのか� どのように絵と文字を切り替えるのか�
どのような順序で読んでいくのか� そしてなぜそ
ういう読み方になるのか� それが最終的に明らか
にしたい目標である�
さらに眼球運動の研究領域においては� 眼球運
動をコントロ�ルするメカニズムへの関心が高
まってきており� そのメカニズムの解明には人間
の認知や社会的要因が関わってくると考えられて
いる� つまり眼球運動を研究することは� 視線の
動きという人間の生理学的な行為と� より高次な
情報処理である認知� 認識� 判断と� さらに目的
や過去の経験などの社会的要因をも関連づける視
点を提供できるという意味で興味深い研究領域と
いえる� 今回は� 以上のような大きな目的を視野
に入れた上で� まずは絵本という文字と絵が混在
する情報メディアを� その主たる読者層である子
どもがどのように読んでいくのか� その眼球運動
を測定し� その読み方に特徴あるパタ�ンを見い
だすことができないかを研究していく�

B. 眼球運動と �読み方�
1. 眼球運動とは
眼球運動とは� 人間が意識的にコントロ�ルす
ることのできる運動である� �眼は興味あるもの
をサンプリングするが� 何に興味があるかは� 観
察者の思考プロセスや行為のプランに応じて�
時�刻�変化するもの�である2)�つまり�人は何
かに興味をひかれれば� そこに視線を動かすが�
なぜ動かすかには人間の思考と行為の複雑なメカ
ニズムがあることが指摘されている� 眼球運動に
は� 網膜に映った情報を意識せずに処理していく
ような低次レベルと� 言語処理などのより高次の
認知的作用の両方が関わっていると考えられる�
B節では� これまでの眼球運動に関する多くの研
究の中から� 研究者たちの意見が集約されている
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可能性が高いと考えられる専門書� レビュ�論文
を中心に整理して� 人はどのように視線を動かす
ことで文章を �読んで� いくのかについてまとめ
る�

2. 眼球運動と文字�単語�文章の �読み方�
a. 停留とサッカ�ド
眼球運動において最も特徴的な動きはサッカ�
ド (saccard)と呼ばれる非常に高速の眼の動きで
ある� 斎田が �読みにおける眼球運動はサッカ�
ドと停留の繰り返しである�3) といっているよう
に� 人は文を読むとき文字に沿って滑らかに眼球
を動かしていくわけではなく� ある場所で視線を
停留 	注視ともいうが本稿では停留を使う
させ�
次の停留点までの間をすばやく移動するという�
停留とサッカ�ドの繰り返しによって読んでい
る� 停留位置は文字上にある場合が多いが� 文字
間の場合もある� 停留時間は 50�500 msまでの
結果が報告されているが� ほとんどは 200�250

msの範囲に収まっている4), 5)� 流暢な成人の読み
手の場合� 前向きのサッカ�ドはアルファベット
で 7�9文字2)� 日本語で 2�5文字 	ほどんどは
3, 4文字
 である3)�
文字を読み進める際の眼球運動はほとんどが行
に沿った前向きなものであるが� 戻り (regres-

sion)が生じることもある� テキストの難しさに
よって� 戻りの割合は多くなるが� 一般的には停
留の約 10�15�が戻りである� 単語を読み飛ば
すスキップは� 語の長さが最も影響するとされ�
短い語ほどスキップされやすい6)�
さまざまな種類の文章 	新聞� 小説� それぞれ
の分野の専門論文など
 の眼球運動が調べられて
おり� その種類や拾い読みなど読み方の目的や課
題によって� 停留時間やサッカ�ドの大きさは変
化するが� 基本的にはかなり共通性の高い読み方
がされている4)� ただし� 斎田は英語の文章を刺
激材とする眼球運動の研究は多数なされているの
に対して� 日本語の研究は多いとはいえないこ
と� さらに日本語特有の読みの特性についての研
究の必要性を述べている3)�

b. 有効視野と読み方のメカニズムに関するモデ
ル
物を見る視野は次の三つに区分されている� つ
まり�中心窩 (foveal)�傍中心窩 (parafoveal)�周
辺視野 (peripheral)である� 停留とは� 基本的に
はこの中心窩で物を見るために眼球を特定の場所
に止める動きである� 人間は傍中心窩や周辺視野
でも物を認識できるとされているが� その認識力
は著しく低下する� 単語や文章の読み方に関して
は� 最初に傍中心窩で捕らえられ� 次に中心窩で
知覚される� つまり停留点の何文字か先まで先に
知覚した上で順に読み進めているという推定が
有力である� 視野の範囲を制限する窓実験によっ
て� 有効視野は日本語の場合 13文字 	先読み 6

文字
 という結果も出ている3)�
一般的に文のテキストを読んでいく際の眼球運
動が� テキスト理解のプロセスに依存することは
多くの研究で確かめられている� 最も端的に表れ
るのが停留時間であり� 難しい単語� 曖昧な文脈
の単語には長時間停留するし� 戻りも多く出現す
る� 基本的には人は理解できたと考えるまでその
場所に視線を停留させる� 理解できたか� もしく
はそれ以上停留しても情報が増えないという判断
がなされれば次に移動する� しかし� サッカ�ド
がどの場所に定位するかについては� さまざまな
結果やモデルが唱えられているが� まだメカニズ
ムが明らかになっているとはいいがたい2)�
以上� 単語�文の読み方に見られる先読み� ス
キップ� 戻りといった眼球運動の特徴を見てきた
が� なぜこのような特徴ある眼球運動を行うの
か� その眼球運動をコントロ�ルするモデルにつ
いても研究がなされている� それらモデルの基礎
となっているのがMorrisonによる �注意� を組
み込んだモデルである2)� このモデルでは� 個
の単語に �注意� というポインタ�が動き� この
動きが眼球運動のサッカ�ドよりも速いため� こ
のポインタ�による語彙へのアクセスが終了して
いれば� 眼球運動はその単語を読み飛ばすと考え
る� この �注意� が視線をコントロ�ルするとい
う考え方に基づいて� それ以降さまざまなモデル
が提案されている� 現在注目されているのは�
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Reichleらが提案している E-Zモデルで� このモ
デルでは連続的な �注意� は生じるが� 注意から
の信号で眼球運動がコントロ�ルされるのではな
く� 単語への �親近性評価� のプロセスが働くこ
とで眼球運動をコントロ�ルするとしている7)�
このモデルは� 課題となっているメカニズムをう
まく説明できること� 予測された停留時間が実測
値に近い点からたいへん注目されている� しか
し� 戻りの説明が十分ではない� 傍中心窩で捉え
たものの影響を強く見過ぎているなどの批判もあ
る5)� いわゆる低次レベルでの眼球運動の特徴に
ついては� 多くの研究者が共通した結果を示して
いるが� その運動をコントロ�ルする高次な処理
メカニズムに関しては� まだ定説はなく� 今後も
研究が必要とされている�

c. 子どもの読み方の特徴
子どもと一口にいってもその幅は広いが� 就学
前児童のサッカ�ドは小さく� 注視を維持するた
めのドリフト (drift)という細かいふるえが起き
るとされている2)� 学年が上がり� 読解能力が発
達するにつれ� 停留時間は減少し� 戻りの割合も
減少していく� Raynerは第 3学年と第 4学年の
間に顕著な差があるとしている5)� 子どもの発達
に適した� つまり十分理解できるテキストを提示
すれば� 子どもも大人とあまり変わりない読み方
をするとも述べられている6)� たとえば� 第 4学
年の児童で� 大人と変わらない有効視野を持つと
いう研究がある6)� しかし� 全体として子どもの
眼球運動に関しては研究が少ないことが指摘され
ている5)�

3. 絵画� 写真� 映像の読み方
文章を理解しようとして読んでいく際には� 基
本的には書かれている行に沿って視線を動かすと
いう� かなり制約のある読み方にならざるをえな
い� しかし� 絵画� 写真� 映像となるとどこから
見始めるのか� どのように見るのかにほとんど制
約がなく� 視線はかなり自由な動きをすると想定
される� そのなかで� 絵などを見るときにも共通
する眼球運動のパタ�ンや特徴があるのかという

ことが� 研究されるようになってきた�
美術作品を見る際にも� �周辺視によって興味
深い文脈的特徴を検出するようにしながら� サッ
カ�ドと注視を繰り返す�8) といわれており� そ
の点では文字の読み方と同じである� しかし� 停
留時間は� 文字の場合と異なり歪んだ分布を示
す� 最頻値は 230 ms� 平均 330 msだが� 最小
50 ms以下から最大 1000 ms以上にまで及ぶ2)�
画面の中心を見るという結果も報告されている
が�これまでの調査結果をまとめるなら� �最も多
くの情報を提供する場所に視線は引き寄せられ
る� ことになる2), 6)�
特定の刺激パタ�ンに対して� 眼が特定の順序
で動く �スキャンパス�という考え方がNotonと
Starkによって提案され� 多くの人の関心をひい
た� たとえば顔を見せられたときに� まず目を見
て次に口� 輪郭を見ていくという共通のパタ�ン
があり� しかも再現性があると報告された9)� し
かし� その後類似の実験が試みられたが� 一貫し
て再現性のある連続したスキャンパスを見いだす
ことはできなかった� 現在では� 最初に提案され
た強固なスキャンパスではなく� スキャンパタ�
ンの規則性という観点から研究されている�
与える課題によって絵の見方が変化するという
報告10)や� 専門知識を持つ考古学者と学生とでは
土器の見方が異なるという報告11)からは� 特定の
目的や専門知識といった要因が眼球運動を変化さ
せていることが示唆される� 特定の目的や専門知
識は� 漠然と絵を見る場合と比較して� 注意すべ
き箇所について事前に焦点が形成されている可能
性がある� つまり認知的な作用が �それだけでは
ないが	� 絵を見る際の眼球運動を変化させてい
ることが推測される�

C. 文字と絵が融合した情報メディアの読み方

B節で述べた文および絵それぞれの眼球運動に
関する研究に比べて� 文字と絵が融合した情報メ
ディアを対象とした眼球運動の研究はまだ端緒に
ついたばかりといえる� これまでの研究では� 文
字は一定の決まった字体� 大きさ� 行間で並んで
いることが前提であったが� 最近非常な普及を見

Library and Information Science No. 58 2007

� 73 �



せているウェブサイトでは� 左上から文字だけが
同じ間隔で配置されることはまずない� サイトの
中に複数のフレ�ムやブロックで区分がなされ�
それぞれのブロック内で文字の大きさも異なり�
配置の仕方も変化する�さらにそこには写真�絵�
マ�クなどの文字ではないグラフィックな要素も
含まれ� より複雑な眼球運動の動きが想定され
る� 文字と絵が融合した情報メディアとしては�
ウェブサイトへの関心が高いが� マンガや絵本と
いう物語を文字と絵で語る情報メディアに関して
も少数ではあるが� 研究が始まっている� この C

節ではこれらの研究について概観する�

1. ウェブサイトの読み方
ウェブサイトの読み方に関する研究を� ここで
は (1)停留時間と停留回数� (2)停留場所と停留要
素� (3)スキャンパスもしくは視線パタ�ンの三
つの観点からまとめる� (1)の停留時間と回数は�
従来の文章などの読み方における眼球運動の特徴
を示す代表的な指標とされてきた� (2)の停留場
所は� 絵やイメ�ジなど� 文章と異なり一定の広
がりのある空間を自由に見ることができる場合に
課題とされてきた� (3)のスキャンパスは�絵をど
ういう順序で見ているかを分析するために提案さ
れた指標であるが� 決まったパタ�ンを実証する
までには至らなかった� このスキャンパスの分析
が� ウェブサイトに関する最近の研究で� 注目を
集めている�

a. 停留時間と停留回数
ウェブサイトを見る際の眼球運動については�
ウェブサイトの種類や画面を構成する要素が多様
で� その利用目的もさまざまであるため� 平均停
留時間を測定した研究は多くない�大野は� 15の
簡単な質問の回答をウェブペ�ジの中から見つけ
るという課題において� 平均停留時間は 200 ms

から 500 msであったと報告している12)�
Fukudaは時刻表のサイトで特定の課題に回答さ
せた場合に平均 200�330 ms13)� Panは探索サ
イト� ニュ�スサイト� ポ�タルを見させた場合
に平均 353�377 msであることを報告してい

る14)� Liは 60から 1000 msとかなり範囲に広
がりがあるが� 180�260 msの間に大部分の停
留は含まれるとしている15)� これらの結果は文章
を読む場合とあまり違わない数値であるが� 多様
な素材について少数の結果しか示されていないの
で� 全体的傾向をいえるほど研究がなされていな
い� 従来の文章に関する眼球運動の結果を流用し
て� 停留時間が長いのは何らかの困難を感じてい
る可能性が強い� 停留回数が多い場所は読み手の
関心をひいており� 重要性が高い可能性が高いと
いわれている13)�

b. 停留場所 �位置�
ウェブサイトを対象にした眼球運動研究の目的
の一つは� どのような要素やレイアウトが読み手
の関心をひくことができるかである� どの場所や
要素によく停留するかについては� いくつかの結
果がある�たとえば�単純に画面を分割した場合�
中心をよく見る15)� 左上をよく見る� などという
結果12), 16)である�また論文になっていないため�
詳細はわからないが� 大量の被験者に対して行っ
た実験では� さまざまなペ�ジを見させたとこ
ろ� F字の場所に停留点が集中したという結果も
出て� 注目されている17)�

Lorigoは Googleの検索結果 600ペ�ジを分
析しているが� 検索結果の抄録に関して� 最初と
2番目は同じ程度見られ� 3番目の抄録まで見る
人は 6割近くいるが� 7番目以降まで見る人は男
性で 2割� 女性で 1割に過ぎない18)�
文章と絵的要素 �アイコン� バナ�� 写真� 図
など� が混在している場合� 絵的要素に必ずしも
視線がひきつけられるわけではない� 大野の研究
では� バナ�やアイコンにはあまり停留せず� メ
ニュ�やリンクありの文章によく停留してい
た12)� Habuchiもポ�タル� ニュ�スサイト� 広
告の 3種類のペ�ジを� 利用頻度と探索目的の異
なる被験者を使って実験しているが� ポ�タルで
はナビゲ�ション要素を 4割� ニュ�スサイトで
は内容 �記事本文� を 6割以上見ていた19)� スタ
ンフォ�ド大学の Poynterのプロジェクトでは�
67人に 168ペ�ジのニュ�スサイトを見させる
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大規模な実験を行ったが� 記事本文は 92�が読
まれているのに対して� 絵的要素は 22�しか読
まれなかった� 各ペ�ジの最初の 3停留点を文章
と絵に区分したところ� 絵への停留点は 22�を
占めるに過ぎなかった20)�

c. スキャンパス� 視線パタ�ン
B節 3項で述べたように� 絵をどう見るかにつ
いて� Notonと Starkが提案したスキャンパス
という考え方が� ウェブサイトの研究で再度注目
されている� ウェブサイトにおいてスキャンパス
分析を初めて行ったといわれているのが
Josephsonらである� ポ�タル� 広告� ニュ�ス
記事の 3ペ�ジを大学生 8人に 3日間読ませて�
各ペ�ジ 15秒ずつの視線軌跡を記録し分析し
た� ウェブペ�ジを要素 �ナビゲ�ション�
ニュ�ス記事本文など� ごとに領域に区分し� こ
の領域をどういう順序で読んでいったかの連なり
�連続性�をスキャンパスとした�この連続性にど
れだけ類似性があるのかを分析しているが� 類似
性が高い事例� 低い事例を示すにとどまり� 全体
の傾向に関する記述はない� なぜ同じ動きになっ
たり異なる動きになったりするのかについての結
論は示されていないが� ウェブペ�ジのレイアウ
トもしくは個人の習慣的な好みが影響している可
能性が指摘されている21)� また� Fukudaはこの
ようなスキャンパスの分析はしていないが� 探索
中の視線は一般的には最も隣接する要素に動き�
それ以外の要素にジャンプするのは� 非常に重要
もしくは見慣れた要素に対してだけであるとして
いる13)�

2. マンガの読み方
マンガもまた文章と絵が融合した情報メディア
ではあるが� 絵がコマ割になっており� 基本的に
どのコマからどの順序で読むべきであるかは決
まっている� このコマ割に沿った読み方を� その
視線の形状から逆 Z型の読み方といわれている�
その際� 特に吹き出しと人の顔に集中する傾向が
あるはずといわれてきた22)� Ishiiらは� 20人の
マンガの読み方に関する眼球運動の測定によっ

て� 日本のスト�リ�マンガでは� 全体的にはコ
マ割に沿った逆 Z字型の読みがなされること� そ
の一方でスキップや戻りも割合よく観察されるこ
とを報告している23)� なおこの実験では� 被験者
は 2グル�プに分かれており� その 1グル�プ
10人のうち 6人以上がスキップしたコマに関し
て� スキップされた原因を検討し� そのコマの周
辺のコマを修正することによりスキップが解消さ
れるかを� 残りのグル�プを使って実験した� そ
の結果ほぼすべてのコマに関してスキップする割
合が減少していた�
全員の平均停留回数は� 426.2回� スキップは

32.8回� 戻りは 30.8回であった� 吹き出しへの
総停留時間が最も長く約 250秒であった�残りの
カテゴリである人物の顔� 人物の身体� 人物以外
の対象物� 背景はいずれも約 150秒停留してい
た� 他のマンガで行った実験においても� 吹き出
しへの停留回数� 停留時間がともに一番多くなっ
ている24)�

3. 絵本の読み方
子どもが絵本を読むときの眼球運動を実験した
研究はほとんどない� わずかに Justiceら25)�
Evansら26)� Simcockと DeLoache27)の 3例し
か見つけられなかった� Justiceらと Evansらの
研究は 4, 5歳という就学前の子どもに読み聞か
せをした際の眼球運動であり� Simcockと
DeLoacheの研究は全く字が読めない 1歳半�2

歳の幼児を対象としたものである� Justiceらと
Evansらの研究では�子どもたちが� �絵	のみに
集中しているという結果を示している� Justice

らの結果では字の書かれたゾ�ン �領域� に停留
した時間はわずかに数�であった25)�

D. 研究の枠組み

1. 研究目的
本研究は� 眼球運動に関するこれまでの研究を
踏まえて� 文章と絵が融合して物語を作っている
絵本という情報メディアが� 絵本の主たる読み手
とされる子どもたちによって� 視線の動きとして
どのように読まれているのか� その読まれ方を眼
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球運動測定によって研究するものである�
Smithは �絵本の要素はことばと画材の二つで
ある� とし� この二つが融合して絵本に一つの統
一性と独自の性格を与えるものであると説明して
いる28)� 絵本を素材とする既存研究において� 先
にあげた研究では� いずれも識字能力が十分に発
達していない就学前の子どもを対象に眼球運動を
測っていたが� このことは Smithの述べるよう
な絵本の特徴には関心がないことを示している�
本研究は� 文字だけでなく絵と文字とが組み合わ
さった場合にどう読んでいくのか� その視線パ
タ�ンに最も関心がある�
文字と絵が組み合わさったメディアで眼球運動
研究の対象となってきたのは� ウェブサイトとマ
ンガである� これらの情報メディアと絵本との共
通点を考えると� ウェブサイトの場合� 多様な内
容を含むためその区分けも必要であるが� サ�チ
エンジンのような探すためのペ�ジの場合� 絵と
文字との混在以外に絵本との共通点は見られな
い� 探すという目的にとって効果的で� よく停留
する要素は� 絵本の読み方の特徴を明らかにする
ことには直接関係しないであろう� また� 左や上
部� もしくは真中をよく見るという既存研究の結
果は� 対象としているサイトの種類や見る目的と
の対応関係が不明確であり� 絵本にも適用できる
かどうかはわからない� アイコンやバナ�など�
視線を集めると想定されていた絵の要素にあまり
停留せず� むしろ字をよく見るという結果は� 絵
本においても当てはまるかどうか検証する価値が
あるであろう�
マンガの場合� 一つの物語を構築するという意
味で絵本と大きな共通点があると考えられる� マ
ンガの読み方として経験的にコマ割に沿った逆 Z

型を描くとされてきたが� 実際に眼球運動を測定
した結果� スキップや戻りはあっても� 典型的に
は逆 Z型の読み方がなされていた� では� 絵本は
どのような読み方を想定して作られているかにつ
いては� 多くの人が一致して述べる説はない� た
だ藤本は �ペ�ジは右から左にめくります� です
から� そこに現れるテキストと絵は必ず左から右
に向かって動くことが鉄則なのです�29) と述べて

おり� 絵本は左から右に向かって読み進める可能
性がある�

2. 仮説
ここでは� 絵本を読む視線に関して� 既存研究
と上記研究目的に基づき� 以下の三つの仮説をた
てた�

1 絵本において視線が停留する場所と要素
既存のウェブサイトの研究の結果から� 絵
と文字が混在している場合� 絵よりも文字
により長く停留する�

2 絵本を読む視線の基本パタ�ン
絵本は左から右に向かって読ませることが
想定されているため� 視線も左から右へと
動く�

3 視線パタ�ンは個人の属性やペ�ジの構成
に影響される
既存のスキャンパス分析を見ると� 視線パ
タ�ンは個人により異なり� また読むペ�
ジの構成 �レイアウト	 上の特徴によって
も異なっていた� 絵本においても同じであ
るかどうかを検証する�

II. 調 査 方 法

A. 被験者と読書経験

識字能力がある程度発達して文字を読むのに支
障がなく� さらに絵本を楽しむことも可能な年齢
という二つの条件を考慮して� 小学校 3, 4年生を
本研究の対象者とした� 参加者は 14名 �男 2名�
女 12名	 であった�
実験の対象者が �未成年であり保護者の承諾が
必要である� ため� 著者の知人の中から条件に該
当する学年の子どもを持つ親に依頼する形をとっ
た� さらに多くの参加者を得るため� 被験者の同
級生や友人にも依頼した� なお実験実施者は� 被
験者の子ども全員と実験以前に面識はなかった�
実験にあたり� 参加する子どもの保護者に実験
の内容を予め説明して同意を得た� 同時に保護者
には被験者となる子どもの読書および絵本との関
わりについて� 以下のような行為の有無や開始時
期� 嗜好に関する質問を行った�
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第 1図 眼球運動測定の様子
第 2図 視線と停留点

Illustration � Mako Taruishi 1992.

第 3図 循環型の視線パタ�ン �8�9ペ�ジ�
Illustration � Mako Taruishi 1992.

第 4図 往復型の視線パタ�ン �8�9ペ�ジ�
Illustration � Mako Taruishi 1992.
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第 5図 循環型の視線パタ�ン �10�11ペ�ジ�
Illustration � Mako Taruishi 1992.

第 6図 往復型の視線パタ�ン �10�11ペ�ジ�
Illustration � Mako Taruishi 1992.
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(1) 読書
�何歳くらいから �字� が読めるようになり
ましたか
�自分で �本� を読むようになったのはいつ
頃からですか
�字だけの本と絵のある本だと� どちらを好
んで読んでいますか
�漫画は読みますか�

(2) 絵本との関わり
� �絵本� に触れるようになったのは何歳く
らいですか
� �絵本� の �読み聞かせ� はなさいました
か
�お子さんは現在も �絵本� を読みますか�
あるいは� いつ頃から読まなくなりました
か
� �読み聞かせ� と �自分で読む� のとでは�
現在ならどちらを好みますか�

さらに� 実験の前に� 子どもに対して直接に以
下の項目を尋ねた
(1) �本�
�本は好きですか
�週に何冊くらいの本を読みますか
� �字だけの本� と �絵のある本� はどちら
が好きですか

(2) �絵本�
�絵本は好きですか
�絵本の �絵を見る� のと �字を見る� のと
では� どちらが好きですか

(3) �漫画�
� �漫画� は好きですか
�週に何冊くらいの漫画を読みますか�
� �絵本� と �漫画� ではどちらが好きです
か

B. 刺激材の選定

刺激材として� 以下の条件に合う絵本を選ん
だ�
(1) 内容 �内容の理解度を把握するため�
�被験者が最後まで関心を維持できる
�ある程度のスト�リ�展開があり� 多数の

登場人物を持つ
(2) 絵本の画面構成 �文字と絵の見方を中心に分
析するため�
�文字と絵のバランスがよく� それらの左
右� 上下の配置に変化がある

(3) 実験上の制約
�撮影上の問題から� 大きさが 20 cm	20

cmに入る小型の本
�被験者全員が初めて読む絵本で� 広く読ま
れていない絵本

以上の要件を満たす絵本として� たるいしまこ

もりのふゆじたく�30) (15 cm	19 cm)を選ん
だ�

C. 実験の概要

1. 眼球運動の測定と分析
眼球運動測定のために� �アイマ�クレコ�ダ�
�ナック社製 EMR-8� 帽子型� を使用した� これ
は角膜反射法を用いて眼球運動を測定し� 被験者
の前額平行面を撮影するように取り付けられたビ
デオカメラからの画像上に� その注視点を表示す
る装置である� 被験者の頭部にはビデオカメラが
取り付けられていて� 被験者が見ている対象をそ
のビデオカメラで撮影する �第 00ペ�ジの第 1

図��
絵本を読んでいる被験者の視線の軌跡は� ビデ
オテ�プに録画して� コンピュ�タに取り込ん
だ� 実験者は� 注視点の軌跡を目で追いながら�
事前にスキャンしておいた �絵本画像� の見開き
ペ�ジ上に手作業で被験者の視線のコ�ディング
作業を行った� 分析の基本となる視線の停留点
は� 画面上 20ドット以内に 133.3 ms以上とど
まった注視点の重心として計算している �第 00

ペ�ジの第 2図�� 停留点をどの範囲で何秒以上
と設定すべきかについては Josephson21)も述べ
ているように� 50年以上にわたり議論されてお
り� いまだ結論はでていない� 大野12)は 15ピク
セル以内に 100 ms以上としているし� Pan14)は
40ピクセル以内に 200 msとしている� 文字の
場合は平均停留時間は 200�250 msに集中する
が� ウェブサイトなどではもう少し幅がある� 今
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回の刺激材である絵本の大きさ� その中でカテゴ
リ化の最小単位とした動物の頭部の大きさと� 文
字 2�3文字程度の範囲を目安として� ドットお
よび時間を変化させて� 分析に適した数値を最終
的に算定した� 各停留点を� �文字�� �動物��
�物�� �背景�� �余白� の 5カテゴリに分類した�

2. 実験の実施
実験者は装置を装着した被験者が無理のない姿
勢で読めることを確認した後� 普段と同じように
絵本を読むように指示を与えた� 被験者が絵本の
読みを開始した後に� 実験者は同じ部屋の視界に
入らない場所に位置した� 以降� 絵本を読み終え
るまで被験者に声をかける� 指示をするなどは一
切行わなかった�

3 . 再認�理解度テスト
被験者に対し� 眼球運動測定の直後に再認テス

トと理解度テストを行った
(1) 絵に関する再認テスト
被験者が絵をどれほど記憶しているのかを調べ
る目的で行った� まず� 被験者に絵本の �絵のみ�
をコピ�した 12枚のカ�ドを示し� それぞれの
絵が�今読んだ絵本に �あったか�なかったか�を
答えてもらった� 12枚のカ�ドのうち� 6枚は実
験に用いた絵本から� 残り 6枚は用いなかった絵
本 �同作者による同シリ�ズの別の作品	 から採
録し� 両者を混ぜた上で使用した�
(2) 内容に関する理解度テスト
被験者のスト�リ�の理解度を調べる目的で
行った� 実験で読んだ絵本の内容に関して� 正誤
を判定する簡単な質問を 10問実施した� この設
問では� 被験者が�絵と文のいずれかを見ていれ
ば答えられるもの �5問	� �文のみで答えられる
もの �4問	� �絵のみで答えられるもの �1問	�
を用意した�

第 1表 被験者の読書経験

A� 読書経験 A B C D E F G H I J

字が読める �歳	 3 4 6 4 4 3 3 4 3 4

独り読みを始めた �歳 ) 4 4 6 5 4 4 3 4 5 5

�挿絵の有無� の好み あり あり なし なし あり あり あり あり あり なし
漫画を読むか 読む 読む 読む 読む 読む 読む 読む 読む 読む 読む

B� 絵本経験

�絵本� に触れた �歳	 1 0 0 0 0 0 0 2 6ヶ月 0

読み聞かせの有無 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

絵本を読むか 
 
 
 
 
 
 
 
 
 �
�読み聞かせ�独り読み� の好み 読み聞かせ 独り読み 読み聞かせ 両方 読み聞かせ 読み聞かせ 独り読み 独り読み 独り読み 読み聞かせ

第 2表 被験者の読書嗜好

A� �本� について A B C D E F G H I J

本は好きか 
 � 
 
 � � 
 
 � 

本を読む量 �冊/1週間	 20 0�2 3 5 0 0�2 1 3 0 5

�挿絵の有無� の好み なし あり あり あり あり あり なし なし あり なし

B� �絵本� について

絵本は好きか 
 � � 
 � 
 
 � 
 �
絵本の �字�絵�どちらを好むか 両方 絵 字 絵 両方 絵 字 字 絵 字

C� �漫画� について

漫画は好きか � 
 � 
 
 
 
 
 
 

漫画を読む量 �冊/1週間	 4 3�5 0 5 1 15�20 2 2 3�10 2

�絵本�漫画�どちらを好むか 絵本 漫画 絵本 絵本 漫画 漫画 絵本 漫画 絵本 漫画
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実際の眼球運動の測定に際しては� 測定前の調
整が不十分であったり� 測定中に頭が大きく動い
てしまったなどの理由から� 量的にも質的にも十
分な測定デ�タが得られないことが多い� 本稿で
は� 実験参加者計 14名のうち分析に耐えうる
デ�タを得ることができた 10名分 �男 2名� 女
8名� の分析結果を示す�

III. 視線の動きから見た子どもの
絵本の読み方の特徴

本章では� はじめに被験者の読書経験に関する
インタビュ�の結果を示して� 今回の被験者が実
験の対象者として妥当であることを確認する� 次
に� 眼球運動の測定デ�タにおける停留点と停留
点の軌跡をもとに� I章 D節で設けた各仮説につ
いて検討する�
実験に参加した被験者の読書経験� およびそれ
らへの嗜好に関して� 保護者に行った事前質問の
結果を第 1表にまとめた� 10人中 9人が 3, 4歳
で �字が読める�ようになり� 3歳から 5歳で �独
り読み� ができるようになっている� 2歳までに
は全員が絵本に接触しており� 一人を除く全員が
�今でも絵本を読む� と回答した�

実験実施時に被験者本人に対して尋ねた質問へ
の回答をまとめたものが第 2表である� 読む本の
量や絵本の絵と文字どちらを好むかに関しては�
それぞれの回答がばらばらであるが� 絵本に関し
ては一人を除いて嫌いではなく� 読む経験もある
ことがわかった� 被験者は十分な読書経験と現在
も絵本に対する興味を持続していることが確認さ
れた�
眼球運動測定後に行った� 再認テスト �全 12

問� と理解度テスト �全 10問� の� 被験者ごとの
結果を第 3表に示す� 正答率の各�の平均値は�
再認テスト 91.7	� 理解度テスト 76.0	であっ
た� 再認テストの正答率は� 83.3	から 100	と
全体的に高い一方で� 理解度テストの正答率は�
30	から 100	と被験者ごとに大きく差が出た�

A. 絵本の停留要素と場所

1. 総停留時間の比較
各被験者の総停留時間および総停留回数� 文字
および絵それぞれにおける停留時間をまとめたも
のが第 4表である� なお� これ以降� 分析対象と
したペ�ジは� 半ペ�ジしかない最初と最後の
ペ�ジを除外した 13見開きペ�ジ分である� 総

第 3表 理解度テスト
再認テストの結果

被験者 A B C D E F G H I J 平均

再認テスト
正解数 12 10 11 12 11 10 11 10 12 11

正答率 100.0	 83.3	 91.7	 100.0	 91.7	 83.3	 91.7	 83.3	 100.0	 91.7	 91.7	

理解度テスト
正解数 8 3 7 8 8 7 6 9 10 10

正答率 80.0	 30.0	 70.0	 80.0	 80.0	 70.0	 60.0	 90.0	 100.0	 100.0	 76.0	

合計 正答率 90.0	 56.7	 80.8	 90.0	 85.8	 76.7	 75.8	 86.7	 100.0	 95.8	 83.8	

第 4表 視線の総停留時間および総停留回数と文字
絵における停留時間の割合 �秒�

被験者 A B C D E F G H I J 平均

総停留回数 238 329 272 387 264 431 272 259 747 346 354.5

総停留時間 56.5 140.7 86.3 110.3 81.4 123.4 98.7 70.8 219.3 94.5 108.2

文字 24.3 100.5 58.2 52.2 40.7 56.6 89.4 46.7 50.2 32.8 55.2

	 43.0	 71.4	 67.4	 47.3	 50.0	 45.9	 90.6	 65.9	 22.9	 34.7	 51.0	

絵 32.2 40.2 28.1 58.1 40.7 66.7 9.2 24.1 169.1 61.7 53.0

	 57.0	 28.6	 32.6	 52.7	 50.0	 54.1	 9.4	 34.1	 77.1	 65.3	 49.0	
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停留時間は必ずしも絵本を読むのに費やした総時
間ではなく文字や絵そのものを見ていた時間であ
る� 瞬目や頭の動きなどで視線が計測できなかっ
た時間を含めた総読み時間と総停留時間との相関
係数は全体で 0.97であることから� 総停留時間
を利用することにした�
総停留時間は被験者Aが 56.5秒と最も短く�
被験者 Iが 219.3秒と最も長かった� 平均総停留
時間は 108.2秒 �標準偏差 46.2� であった� 総停
留時間の短い人と長い人の差は 4倍ほどあり� 絵
本を一冊読む時間は個人差が極めて大きいことが
わかった� 総停留回数は平均 354.5回で� 一停留
当たりの平均停留時間は 307 msであった� この
値はこれまでの文字やウェブサイトなどを読んだ
際の眼球運動に比較すると長くなっている�

2. 文字と絵の停留時間の比較
デ�タコ�ディング時には停留点を五つのカテ
ゴリに分けたが� ここではそれを大きく �文字�
と �絵� �文字以外の 4カテゴリの総計�に再分類
し� 被験者は絵本の構成要素である文字と絵のど
ちらを� より多く見ているかを分析した �第 4

表�� 全体として絵への停留割合が 49.0�� 文字
への停留割合が 51.0�となり�多少文字を見てい
る割合の方が多い� 文字の停留回数は平均 168.6

回� 絵は平均 185.9回で� 絵への停留回数の方が
多いが� 停留ごとの平均停留時間は字の方が長
い�
被験者ごとに見ていくと� 文字と絵への停留割
合から以下の三つのグル�プに分類することがで
きた�

1. 文字と絵を見ている割合が 43.0�	
57.0�とほぼ同じ �被験者A, D, E, F�

2. 文字を見ている割合が総停留時間の 65�
以上 �被験者 B, C, G, H�

3. 絵を見ている割合が総停留時間の 65�以
上 �被験者 I, J�

絵本はその構成上� ペ�ジごとの文字数の差が
大きい� 見開きペ�ジごとに� 文字数� 文字への
停留時間を第 5表に示した� この表から� 見開き
ペ�ジごとの文字数と文字への停留時間の長さに

は� 0.52と正の相関が見られ� 全体として文字数
が多ければ� 文字への停留時間が長くなる傾向が
ある� しかし� それほど強い相関とはいえず� さ
らにそのペ�ジでの文字への停留割合との間の相
関係数は 0.35と低く� 文字の多いペ�ジの場合
によく文字を見ているわけではなかった� むし
ろ� 上記に示したように� 被験者によって� 文字
をよく見る者と絵をよく見る者とに分類できる�
絵と文字の見方に見られる差は� 文字数の量と
いった見開きペ�ジの特徴よりは� 被験者の違い
と見ることができる�

3. 停留の開始位置とその対象
絵本を読む際に� 見開きペ�ジの左右どちらに
最初に停留し� またその対象は何であったかを第
6表に示す� 仮説で述べたように� 絵本の場合�
左から右へと読み進めることが想定されるため�
最初に左ペ�ジに停留する方が多いと考えたが�
13見開きにおいて� 10人の視線が最初に左ペ�
ジに停留したのは 67見開き (51.5�)� 右ペ�ジ
に停留したのは 63見開き (48.5�)でほぼ半
で
あった� 被験者ごとにみていくと� 左ペ�ジに
65�以上停留する被験者 (D, E, I, J)� 右ペ�ジに
70�以上停留する被験者 (F, G)� 左右ペ�ジにあ
まり偏りなく停留している被験者 (A, B, C, H)に
分かれている� これらのグル�プ分けは� 本節 2

項における文字と絵を見る割合に基づくグル�プ
分けとは異なっている�
最初に文字と絵のどちらに停留しているかを見
てみると� 最初に絵に停留したのは 104見開き
(80.0�)� 文字に停留したのは 26見開き (20.0�)

であり� 絵に文字の 4倍多く停留していた� 被験
者ごとにみると� 被験者Aや Eのように 3割か
ら 4割弱程度文字に最初に停留している場合も
あるが� それ以外は� 圧倒的に絵に最初に停留し
ている�被験者Aと E以外は�最初に絵へ停留し
ている割合が最低 7割以上であり� 半数以上が 8

割以上となっている� これは� 文字と絵では最初
に絵に視線が誘導されやすいことを示している�
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B. 視線のパタ�ン
絵本における視線のパタ�ンを見るために�
ウェブペ�ジのスキャンパス分析を参考に� 絵本
の各ペ�ジをブロックに区分した� ブロックは�
左右のペ�ジごとに絵と文字に分けることを基本
とし� 左ペ�ジの絵の部分を �絵 1�� 文字の部分
を �字 1� ブロックにし� 右ペ�ジの絵の部分を
�絵 2�� 文字の部分を �字 2� とした� ペ�ジにま
たがって一つの絵が描かれている場合は� ペ�ジ
ごとに分けず� ひとまとまりの �絵 1� ブロック
とした� その結果� 各ペ�ジは以下の 3種類に分
けられた�

1) 絵と文字それぞれ 2ブロック �計 4ブロッ
ク� から構成 �6見開き�

2) 二つの絵と一つの文字ブロック �計 3ブ
ロック� から構成 �4見開き�

3) 絵と文字それぞれ 1ブロック �計 2ブロッ
ク� から構成 �3見開き�

このブロックをどのような順序で読んでいるか
が視線パタ�ンとなるが� 絵本の場合� マンガと
異なり� 最初にどのブロックから読み始めるかに
強い決まりはない� A節 3項の最初に見るペ�ジ
の分析でも� 右ペ�ジと左ペ�ジを見る割合は
半�であった� つまり� 最初に見るペ�ジにすら
共通性がないことになる� そこで視線パタ�ンを
以下の 3段階に分けて分析することとした� すな
わち 1) 視線が始まるブロックと終わりのブロッ
クがどこであるか� 2)ブロック間を何回移動する
か� 3)視線のブロック移動の仕方に見られる特徴
あるパタ�ンである�

第 6表 視線の開始位置と対象

被験者 A B C D E F G H I J 平均

ペ
�
ジ

左 8 5 7 9 11 1 3 5 9 9 6.7

	 61.5	 38.5	 53.8	 69.2	 84.6	 7.7	 23.1	 38.5	 69.2	 69.2	 51.5	

右 5 8 6 4 2 12 10 8 4 4 6.3

	 38.5	 61.5	 46.2	 30.8	 15.4	 92.3	 76.9	 61.5	 30.8	 30.8	 48.5	

カ
テ
ゴ
リ

文字 5 2 3 2 4 3 2 1 3 1 2.6

	 38.5	 15.4	 23.1	 15.4	 30.8	 23.1	 15.4	 7.7	 23.1	 7.7	 20.0	

絵 8 11 10 11 9 10 11 12 10 12 10.4

	 61.5	 84.6	 76.9	 84.6	 69.2	 76.9	 84.6	 92.3	 76.9	 92.3	 80.0	

第 7表 始点
終点で各ブロックを見た被験者

見開きペ�ジ数
4ブロック4ブロック 3ブロック3ブロック 2ブロック2ブロック

4�5 8�9 12�13 16�17 18�19 20�21 6�7 10�11 22�23 24�25 2�3 14�15 26�27

始点

絵 1 4 6 6 3 2 1 7 8 1 0 7 8

絵 2 3 2 2 4 8 6 1 1 8 7 5

字 1 3 2 2 2 0 3 1 3 5

字 2 0 0 0 1 0 0 2 1 3 2

終点

絵 1 2 1 1 2 4 1 4 4 1 2 3 8

絵 2 6 6 6 5 5 7 5 4 7 8 10

字 1 2 1 1 0 0 0 2 0 0

字 2 0 2 2 3 1 2 1 2 7 2

眼球運動から見た子どもの絵本の読み方
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1. 始点と終点のブロック
被験者が最初に見たブロック �始点� と最後に
見たブロック �終点�がどれであったかの人数を�
見開きペ�ジのブロック数ごとに区分して示した
�第 7表�� たとえば� 第 7表の 4ブロックで構成
されている 4�5見開きでは� �絵 1�ブロックから
見始めた被験者が 4人おり� �絵 2�から見始めた
被験者が 3人いることを示している� この表を見
ると� 始点や終点となるブロックには一貫した共
通性は見られない�
�絵 1� や �字 1� といった特定のブロックがす
べてのペ�ジにおいて始点や終点に選ばれること
はないが� 7人以上の被験者が共通していずれか
のブロックを始点ないしは終点として選んでいる
場合が全体の半分存在する� つまり� 第 7表にお
いて 13見開きの始点と終点で 26回の場合が存
在し� そのうち網がけで示した 13回において� 7

人以上の被験者があるカテゴリを始点もしくは終
点として共通に選んでいる� たとえば� 2ブロッ
クで構成される 2�3見開きペ�ジでは� �絵 1�を
始点としている被験者が 7人� �字 2�を終点とし
ている被験者が 7人となっている�

4ブロックで構成される 6見開きでは� 7人以
上に共通して選ばれているのは 2回 (16.7�)し
か存在しないが� 3ブロックでは 8回中 6回
(75�)� 2ブロックでは 6回中 5回 (83.3�)で 7

人以上が同じブロックを始点ないしは終点として

いる� つまり 2ブロックや 3ブロックという単純
な構成のペ�ジでは� 始点と終点に関してのみは
共通性があるが� 4ブロックとなるとどのブロッ
クが始点や終点となるのかさえばらばらで� 共通
性が見られない�

2. ブロック間の移動数
第 8表は� 被験者ごとに見たブロック間移動数
の平均である� ペ�ジごとに見た場合には� 平均
値を見るとブロック数が増加するにつれて移動数
も多くなっており� 4ブロックのペ�ジが最も顕
著である� 被験者ごとに見ると� 移動数が非常に
多い Iや Dと�非常に少ない Gには� 平均でかな
りの差がある� 各ペ�ジごとの移動数を確認した
が� あるペ�ジで移動数が多ければ他のペ�ジで
も回数が多いといったように� 移動数が多いか少
ないかはどのペ�ジにおいても一定の傾向が見ら
れた�

3. 視線パタ�ン �ブロック間移動に見られる特
徴�
各見開きペ�ジを見始めてから見終えるまでの
視線の移動パタ�ンに共通性はなかったが� 見て
いる途中での視線パタ�ンについては� 1)当該
ペ�ジの異なる全ブロックを順番に見る視線パ
タ�ンと� 2)二つのブロックの間を往復するパ
タ�ンの 2パタ�ンがあることがわかった� 1)を
循環型� 2)を往復型と呼ぶことにする� 第 00

ペ�ジの第 3図に循環型の視線パタ�ン� 第 4図
に往復型の視線パタ�ンの例を示した� 第 3図の
例を見ると� �字 2�から見始め� �絵 2� �絵 1��字
1� �字 2� �字 1��字 2� �絵 2� と移動している�
このパタ�ンでは� �字 2� �絵 2� �絵 1� �字 1�と
重複することなく� 異なる四つのブロックをすべ
て順番に見ている�
一方� 第 4図では� 始めに �字 1� を見て� �絵

1� �字 1� �字 2� �絵 2� �字 2� と見ている� この
視線の移動のなかで� �字 1� �絵 1� �字 1� �矢印
��� や �字 2� �絵 2� �字 2� �矢印��� は同
じブロック間を往復している� これが往復型の視
線パタ�ンである�

第 8表 各ペ�ジにおける平均ブロック間移動数

ペ�ジ構成

被験者 4ブロック 3ブロック 2ブロック 平均

A 9.17 4.50 4.00 6.54
B 6.17 3.00 3.67 4.62
C 5.50 4.25 3.00 4.54
D 11.67 5.75 5.00 8.31
E 6.67 4.75 6.67 6.08
F 6.83 4.75 2.00 5.08
G 2.67 1.75 2.67 2.38
H 7.50 3.25 3.33 5.23
I 13.50 12.75 7.00 11.77
J 9.83 7.50 7.00 8.46

平均 7.95 5.23 4.43
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第 3図� 第 4図は 4ブロックにおける視線パ
タ�ンであるが� 第 00ペ�ジの第 5図� 第 6図
では 3ブロックにおける視線パタ�ンを示した�
第 5図の被験者は� �絵 1� �字 2� �絵 2� と移動
し� 時計回りで異なるすべてのブロックを見てい
る �循環型�� 一方� 第 6図では� すべてのブロッ
クを見ていく過程の中で� �絵 1� �字 2�間の視線
の往復 �矢印���� �字 2� �絵 2� 間の視線の往
復 �矢印��および��� が見られる �往復型��
全ペ�ジ� 全被験者について� 循環型�往復型
のパタ�ンがいくつかあるかを分析した結果が第
9表から第 11表である�循環型については�たと

えば� �絵 1� �字 1� �字 2� �絵 2� �絵 1� �字 2�
のようにブロックが移動していると� 一周半循環
していたことになるが� 二周目の循環が完了しな
い限り�循環は 1回とした�往復型は� �絵 1� �字
1� �絵 1� �字 1� と移動していた場合� 最初の三
つのブロックで 1往復� 二から四つめのブロック
で 1往復と数えた� また� 2ブロックから構成さ
れているペ�ジは� �絵 1� �字 1�だけで見終わっ
ている場合を循環型とし�一度でも �絵 1� �字 1�
�絵 1� と戻っている場合はすべて往復型とした�
循環型は制約が厳しいため� 循環型と往復型の
数を単純に比較はできないが� ほとんどの被験者

第 9表 各ペ�ジにおける往復型と循環型の視線パタ�ン数 �4ブロック構成のペ�ジ�

4ブロック

4�5 8�98�9 12�1312�13 16�1716�17 18�1918�19 20�2120�21

被験者 循環 往復 循環 往復 循環 往復 循環 往復 循環 往復 循環 往復

A 1 2 1 2 1 5 2 5 2 9 1 1
B 1 0 0 2 2 0 1 3 1 2 2 3
C 1 3 0 2 1 2 0 2 1 3 1 0
D 1 10 1 1 0 5 1 6 1 13 1 0
E 1 3 0 1 2 5 1 3 0 2 1 1
F 1 1 1 2 1 3 0 6 1 4 0 2
G 1 0 1 2 0 0 0 0 1 0 0 0
H 1 0 2 3 1 2 1 3 1 8 1 2
I 1 6 1 4 2 11 1 8 0 6 1 2
J 1 3 0 3 0 4 1 7 1 4 1 3

平均 1.0 2.8 0.7 2.2 1.0 3.7 0.8 4.3 0.9 5.1 0.9 1.4

第 10表 各ペ�ジにおける循環型と往復型の視線パタ�ン数 �3ブロックのペ�ジ�

3ブロック

6�7 10�1110�11 22�2322�23 24�2524�25

被験者 循環 往復 循環 往復 循環 往復 循環 往復

A 2 2 1 4 1 1 1 1
B 1 0 2 3 1 0 0 0
C 1 3 1 0 2 1 1 0
D 1 4 2 4 1 1 1 0
E 1 5 2 2 1 0 1 1
F 3 1 1 1 1 1 1 2
G 1 0 0 0 0 1 0 1
H 1 0 1 1 1 0 1 1
I 3 5 3 20 1 2 2 5
J 3 3 3 3 1 3 2 1

平均 1.7 2.3 1.6 3.8 1.0 1.0 1.0 1.2
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はブロック間を往復して見ていることはわかる�
ペ�ジ全体を見るときに� 左から右へと一度だけ
目を通して次のペ�ジへ移ったり� それぞれの絵
や文字を一度みて終わりにするというよりは� 左
右のペ�ジにまたがって� 絵と文字の間� もしく
は絵と絵� 文字と文字の間という異なるブロック
の間を何度も往復しながら見ていることがわか
る�
視線パタ�ンの分析からは� 読み方に一定のパ
タ�ンを見いだすことはできなかったが� 絵と文
字の間を往復しながら読み進んでいくパタ�ンが
多いことがわかった�

C. 視線パタ�ンに影響する要因
読書経験や再認�理解度テストの結果などと
いった個人的特性と停留時間� 停留要素�場所�
視線の動きに関しても何らかの関係が見られるの
か分析を行ったが� 個人の属性からは絵本の読み
方に有意な差を見ることができなかった�
第 3表と第 4表からわかるように� 総停留時間
が長かった被験者 Iのテストの平均正答率は
100�と最も高かったが� 総停留時間が最も短
かった被験者Aのテストの平均正答率も 90.9�
と同様に高い結果となった� 残りの 8人に関して
も� 停留時間が長いと理解度テストの正解率が高
い� または低いといった関係が見られず� この二

つの変数の関係はさまざまであり� 絵本を読むの
に費やす時間と絵本の理解度には関連がないこと
が示された� 読むのに費やした時間と内容の理解
度テストの正答率の間にも相関関係は見られな
かった� 絵を見ている割合が 60�以上の 2人は�
理解度の正答率が高かった� しかし� 絵を見てい
る割合が多ければ� それだけ理解度が高くなると
いう直接的な関係は見られなかった�
視点の停留要素や場所に関しても� 先に示した
ように� 最初に右ペ�ジを見る傾向� 左ペ�ジを
見る傾向� ペ�ジによって見る場所が異なる傾向
とあったが� これらと理解度との関連も見られな
かった� 最初に見る対象については� ほとんどの
被験者が絵を見る場合が多いため� 理解度との関
連はないといえる� 視線パタ�ンについても� 読
書経験や再認�理解度テストの結果から顕著な読
み方の違いは見受けられない�

IV. 考 察

本研究は� 子どもの絵本の読み方を眼球運動に
よる視覚という観点からアプロ�チした� これま
での眼球運動に関する研究から三つの仮説を設定
して分析を進めたが� そのいずれもが否定される
結果となった� 最初の �文字の方をよく読む�と
いう仮説は� ウェブペ�ジでは絵や記号よりも文
字をよく読み� バナ�など目をひくと考えられる
要素にも必ずしも最初に目がいくわけでないとい
う結果� 漫画の場合では� 吹き出しの文字に最も
停留しやすいという結果から導いたものであっ
た� 今回の絵本を対象とした実験において� 全体
の停留時間としては� 絵と文字への停留割合は等
しく� 最初の停留は圧倒的に絵が多かった� この
ことは� 文字と絵が一緒に使われているメディア
においても� その読まれ方は同一ではなく異なる
ことを示している�
絵本は �ペ�ジは右から左にめくり	29)� �そこ
に現れるテキストと絵は必ず左から右に向かって
動くことが鉄則	29) であると従来の文献では述べ
られていたが� 実際の眼球運動では� 視線が想定
通り左から右へと動いていったわけではなかっ
た� 右ペ�ジから読み始める割合は半分近くあ

第 11表 各ペ�ジにおける往復型と循環型の視線
パタ�ン数 
2ブロック構成のペ�ジ�

2ブロック

2�3 14�1514�15 26�2726�27

被験者 循環 往復 循環 往復 循環 往復

A 0 2 0 3 0 4
B 0 7 0 1 1 0
C 0 2 0 3 0 1
D 0 3 0 5 0 4
E 0 11 0 3 0 6
F 0 2 0 1 1 0
G 0 5 1 0 1 0
H 0 3 0 3 0 1
I 0 7 0 8 0 3
J 0 4 0 11 0 3

平均 0.0 4.6 0.1 3.8 0.3 2.2
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り� どの順番で読み進めていくかにもとくに共通
のパタ�ンは見いだせなかった� 共通性があった
のは� ペ�ジ左右にわたって文字と絵の間を何度
も往復しながら読み進んでいくというパタ�ンで
ある� 共通して見られた視線パタ�ンに関して
は� 別途詳しく述べる�
被験者によって� 停留時間� 文字と絵を見る割
合� 最初に絵を見るペ�ジと要素� 始点と終点の
場所� ブロック間移動数にはかなり差があった�
しかし� 3番目の仮説である被験者個人の特性
�読書経験や理解度�再認テストの正答率� との
直接的な関係は見いだせなかった� ペ�ジ構成と
の関係については� 次に述べる共通に見られた視
線パタ�ンの一部で関係が示唆されたにとどまっ
た�
仮説は否定されたが� 本研究で絵本の読み方と
して共通して見られた視線パタ�ンは以下の 3

点である�
1) ペ�ジを開いて最初に絵を見る
2) ペ�ジの構成が単純な場合� 共通のブロッ
クが視線の始点もしくは終点として選ばれ
やすい �ただしそのブロックにペ�ジを超
えた共通性はない�

3) ブロックの間を往復しながら読み進んでい
くパタ�ンが多い

1)の最初に停留するのが絵であるのは� 瞬間的
には絵の方が文字よりも眼球運動を誘引する力が
強いことを示している� しかし� そのような絵の
誘引力はそのまま継続するとは限らず� その後も
絵に停留する割合が高い子ども� その後は文字の
方によく停留する子どもの両方が存在した�

2)は� ペ�ジの構成が 2もしくは 3ブロック
で構成されていれば� 視線の始まりと終わりは同
じブロックになる傾向が高かった� 2ブロックの
場合は� 選択肢が限られることから共通性が高く
なりやすいのは当然ともいえるが� 3ブロックに
おいてもその共通性が見いだせたということは�
ペ�ジの構成が視線のパタ�ンに影響を与えてい
るとも考えられる� しかし� それらからわずか 1,

2ブロック増えただけの 4ブロック構成のペ�ジ
では� 始点�終点ともかなり分散してしまう�

ペ�ジを構成するブロックが一定以上になると�
かなり自由な読み方がなされるようになってしま
う� つまり絵本のペ�ジ構成は� マンガのコマ割
のように強く視線パタ�ンを制約するものとはい
えない�

3)のブロック間を往復しながら読み進んでい
くパタ�ンとは� ある見開きを読み進めていく際
に� 左から右へ順�に絵や文字を一度きり見て次
のペ�ジへ進むということはほとんどなく� 何度
も絵本の各要素を往復するプロセスが多く見られ
るということである� ウェブサイトで情報探索を
行う際の眼球運動では� 基本的には最も隣接する
領域へと視線は移動していった� サイトの構成が
使いにくく� たとえば入力フィ�ルドと �送信	
ボタンが離れてしまっている場合などに� 本来近
くにあるはずの �送信	 ボタンを探して視線が何
度も同じ場所を往復することはあったが� それは
サイトの構成が利用者の要求にあっていないこと
を示すものであった� 今回� 子どもの絵本の眼球
運動で見いだされた往復を繰返しながら読み進め
ていくというパタ�ンは� 同じく文字と絵が混在
するウェブサイトやマンガとは全く異なる読み方
があることを示唆するものである�
今回の結果からは� 最初に想定したような� 標
準的な子どもの絵本の読み方を見いだすことはで
きなかった� 絵本全体の読み方にしても� 特定
ペ�ジの視線のパタ�ンのどちらにも� 全員に共
通する読み方のパタ�ンはなく� むしろ被験者ご
とにおける読み方の違いの方が際立った結果で
あった�
子どもの絵本の読みとはかなり個人差がある行
為であり� いわゆる標準的な子どもの読みのスタ
イルを明確に示すことは困難が大きいと言わざる
をえない� つまり� 小説や漫画と比べると� 絵本
の場合には� 著者が意図した物語を左から右へ
順�に読み進めていくというよりはむしろ� かな
りの程度自由に読みながらかつ内容を理解してい
るという一種の規則性の弱さが� 眼球運動測定を
通して明らかになった絵本の読み方の特徴といえ
る�
従来のウェブサイトの眼球運動では� 1ペ�ジ
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10�15秒程度のデ�タしか記録せず� また非常
に分析に時間のかかる視線パタ�ン �スキャンパ
ス� については十分な成果が得られていなかっ
た� 今回� 1冊の絵本すべての眼球運動を記録し�
その全ペ�ジに関して視線パタ�ンを分析し� 一
定の傾向を見いだせたことは� 子どもの絵本の読
み方への視覚からのアプロ�チという研究におい
て� 一定の成果といえる� しかし� 被験者による
読み方の違いや� ペ�ジごとの視線パタ�ンの違
いを説明することはできなかった� 読書経験や全
体の理解度だけでなく� 再認テストの結果とそこ
で使ったペ�ジの視線パタ�ンの分析を行うこと
や� 特定のペ�ジ構成をより詳細なゾ�ンに分類
することで� ペ�ジ構成上の特徴と視線パタ�ン
の関係を見ることなど� より詳細な分析は可能で
あろう� また個人的属性に関しても� 今回調査し
なかった他の要因を考慮に入れていくことで� 子
どもの絵本の読み方のより深い理解が可能になる
と考える�
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要 旨

�目的� 目的は� 絵と文章から構成される絵本を子どもが読む間の目の運動を調べることにある
�方法� 被験者は 9歳から 11歳の小学生 14名である 彼らにアイカメラを装着した状態で絵本

を読んでもらい� その後読書経験一般をたずねるとともに読んだ絵本に対する内容理解度テストと再
認テストを行った

�結果� 既往研究に基づいて� 1) 絵と文字が混在している場合� 絵よりも文字により長く停留す
る� 2) 絵本は左から右に向かって読まれることが想定されているため� 視線も左から右へと動く� 3)

視線パタ
ンは個人の属性やペ
ジの構成に影響される� という三つの仮説のもとに測定結果を分析
した 絵と文字への停留時間は個人差が大きいものの� 全体としてみれば� ほぼ同じだった 左から
右へという視線移動を共通して見いだすことはできなかった 絵と文字のブロック間の視線移動は�
�循環型	 と �往復型	 に分けることができた 視線パタ
ンに� 個人の属性との関係は見いだせな
かった また� ペ
ジの構成が単純な場合には共通した傾向もあったが� どのペ
ジにも� どの被験
者の間にも共通するパタ
ンはなかった

眼球運動から見た子どもの絵本の読み方
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